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各支部長・団体の長  様 

 

青森県剣道連盟 

会長  増 田 知 幸 

（公印省略） 

 

全日本高齢者武道大会の実施について 

 

 件名については、毎年、日本武道館で開催される「全日本高齢者武道大会」の開催についてお

知らせします。なお、この大会は全日本高齢剣友会の会員でなければ参加出来ませんので、あわ

せて会員になるための手続き等を下記のとおり連絡します。 

別紙申込み書に記載された内容を県剣道連盟（理事長）が全日本高齢剣友会の事務局へ送り、

全日本高齢者事務局から希望者に直接連絡して頂きます。（申込み期限 ３月３日 ） 

現在、青森県に会員は1５名、窓口責任者は工藤一夫範士です。全日本剣道連盟では、この大

会を後援大会として位置づけていますが、年々盛況な大会であります。会員が増えれば、岩立範

士の錬成会・講習会を企画していきます。 

 

                記 

１ 会員手続き等（別添資料参照） 

（１） 全日本高齢者大会は、一般材財団法人 全国老人福祉助成会と全日本高齢剣友会

が共同主催となって運営されている。 

全日本高齢剣友会の会長は全日本剣道連盟副会長の岩立三郎範士です。 

（２） 会員になるには毎年４千円振り込みします。 

（３） 大会に出場するためには会員として登録されていることが条件です。 

（４） 個人戦は2千円、団体戦は5千円（弁当、記念品付き） 

（５） そのほか任意ですが全日本高齢者剣友会徽章を2千円で斡旋しています。 

2 試合（別添資料参照） 

  （1）日時・場所 令和 4年 6月 6日（月）日本武道館（全剣連の日程に掲載） 

  （2）受 付   午前 8時～9時 

  （3）団体戦   男子 5人・女子3人、トーナメント方式 

   個人戦   予選はリーグ戦、組の勝組による決勝トーナメント方式 

       ※  組別    男子 

85歳以上  （寿A） 

         80歳～84歳（寿Ｂ） 

         75歳～79歳（特組） 

         70歳～74歳（Ａ組） 

         65歳～69歳（B組） 

         55歳～64歳（C組） 

        ※   女子 

           55 歳以上 

 3 申込み先（3月3日（木）まで） 

   青森市古川3丁目17－4 理事長 藤田幹彦 080－1831－7200 

                         FAX017－723－5622 

メールアドレス choko1953@outlook.jp 

 

mailto:choko1953@outlook.jp


2022年 2月 吉ロ

会 長 ノ幾

仝日本高齢剣友会

会長 着ユ ニ郎

ノゝ、
フ
`ミ

員の勧静につヽゝて(お願ヽゝ)

雲啓

時下、子様にお力`れましては益々ご清栄のこととお戻び申 t上げます。

さて、新年度の業務を開始 したところでありますが、現在仝日本高齢剣友会侑

え付 |サ名簿に11剣道 971名 、銃剣道 5δ んの会員の方が登録さねておりますが、

歩留まりとなっております6

このところ入会する方は夕なく、嫌 牛の理歯夕`ら追会を申ヒ出る会員の方

が増えておる人況にあり、今後の会の運営が懸念さねます。

今イたとも子オ茉オのお力をお借 りし、一人でも′くの方に入会してヽゝたださ共

|(生 き甲丈を求めてヽゞきたヽゝと′3っ ておりますので、どう0ゝ ご理騨へ ご協力をお

願、)申 t上 げます。
′

節分も過 ぎ暦の上では春、と季節のうつろヽ`に11見通 しがつきますが、たの分

がらねコロナの広がり、どうがお身体を人子にお過ご tく ださヽ
)。

まずは会員勧誘のお願
うヽのみにて失札ヽ`た tま す。

言笙台
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別紙 1

剣道、銃剣道試合要領

1.共通事項

(1)剣道、銃剣道の出場選手の年齢基準は、大会当日とします。

(2)団体戦に出場する選手は、個人として年会費を納めていることが必要です。

(3)団体戦申し込み

男子剣道チームは 5,000円 、女子剣道チームは,3,000円 、銃剣道チームは

3,000円を納入し、申し込んでください。

2.剣道試合

(1)団体戦
ア.チーム編成
男子は 5人、女子は 3人とします。

対戦順位は年齢別になっていますので、団体戦申込書に基づいて選手

編成を行い、申し込んでください。

イ.試合は、トーナメント方式とします。               √

(2)個人戦

ア.試合は組別予選リーグ、組の勝者による決勝トーナメント方式とします。
イ.組 別
(ア)男子

寿 A組 :85歳以上、寿 B組:80歳～84歳、特組:75歳～79歳

A組 :70歳～74歳、B組 :65歳～69歳、C組:55歳～64歳

(イ)女子  55歳以上(試合は、参加状況により勘案することとします。)

3.銃剣道試合

(1)団体戦

ア.チーム編成
1チーム 3人とします。

対戦順位は年齢別になっていますので、団体戦申込書に基づいて選手

編成を行い、申し込んでください。

イ.試合は、トーナメント方式とします。

(3)個人戦

ア.50歳以上(試合は、参加状況により勘案することとします。)

イ.基本競技は、トーナメント方式とします。



大会参加者各位

全日本高齢剣友会

第 44回全 日本高齢者武道大会連絡事項及び新型コロナ感染症対策

1.期 日 令和年 6月 6日 午前 9時 00

2.会場  日 館

3.参加申し込み

同封の払込取扱票に必要事項を記載して申し込んでください。試合組分けの基とな

るので生年月 日、年齢は必ず正確に記載してください。

※大会に参加しない会員の方は、同じ払込取扱票に基づいて年会費を納入してくだ

さるようお願いします。

いずれも、払込取扱票で確認します。

4.参加者

(1)参加者は、各自十分な健康管理に留意し、本大会に参加する。

(2)新型コロナ感染症拡大予防のため、全 日本剣道連盟のガイドラインを遵守する。

(3)参加者は、常時必ずマスクを着用する。

5.受付

(1)時間   午前 8時 00分～9時 00分

ア.大会当日、発熱や風邪のような症状がある場合は参加できません。

イ.見学者、付き添いは入場をお断りします。

ウ`会場入り口では、各々2メートル以上感覚をとって並んでください。

工.受付で体温測定を行い、あらかじめ配布した「確認票」を提出願います。

オ.体温測定の結果 37.5度以上ある方は入場できません。

※ 受付時に、大会案内、記念品等を受け取ってください。大会案内の 1ペー

ジ右上に昼食引換券が印刷してありますので、切り取り線から切り取り昼食時に弁当と

引き換えてください。

(3)待機等場所

ア.待機場所は 1階観覧席とします。手すりに都道府県名の名札が掲出してある

ので、該当所属

の席で着替え、待機、昼食等をする。他の所属県席に行たりしな

いでください。

イ.隣同± 1席以上間隔を空けて着席してください。

ヽ



ウ.女子の方は、更衣室で密接状態にならないよう交代で使用する等注意してくだ

さい。

(4)会場内

ア 受付、トイレ等にアルコール消毒液が準備されているので、各自消毒
してくださ

い。

イ.会場内では人と人の距離を最低でも 1メートル以上保つようにしてください。

6.開会式

開会式参列者は団体戦の出場選手のみとします。他の参加者は所定の場所
で待

機する。

7.試合

(1)剣道、銃剣道試合出場者は面マスク、シ
~ルドを着用する。

(1)各試合場は、出場選手のみとし、他の者の試合場外での観戦、応援等を禁上しま

す。次の試合に出場するチーム、出場者は、会場内で待機する。
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1月 9日 (日 )

2月 5日 (土 )

4月

5月 21日 仕卜 22日 (日 )

6月 6日 (月 )

9月 3日 (土卜 4日 (日 )
10月 5日 ('10～ 7日 (金)

15日 (土卜 16日 (日 )

16日 (日 )

22日 (土卜 23日 (日 )

11月 17日 内

新年合同研修会 (神奈川県)………………………………
東日本高齢剣合同稽古会 (茨城県)………………………

第 8回四国高齢者剣道交流会 (愛媛県)………………
鳴子温泉神社奉納第 29回 関東・東北高齢者剣道大会
第 44回全日本高齢者武道大会 (日 本武道館)
第 16回相楽杯高齢者交流剣道大会 (福島県)… ……
第 14回いいやま稽古会

第 40回北海道高齢剣友会剣道大会 (北海道)
第 39回三重県高齢剣友会剣道大会 (三重県)
第 6回山形紅花杯争奪高齢者剣道錬成大会 (山形県)
第 16回群馬県高齢剣友会剣道大会 (群馬県)
第 19回神奈川県高齢者剣友会剣道大会 (神奈川県)

従来の合同稽古会 。新年会
…………………… 名称変更
……… 従来の創立記念大会

名称変更

◎連絡 。問合せ 全日本高齢剣友会
東京都港区新橋 2-S-14口 日ビル7階  TEL 03-3580-4606 FAX 03-3591-6037
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